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NTT人間情報研究所のミッショ
ンは、真のヒューマニティを育むテ
クノロジーの研究開発であり、ビ
ジョンは、人間中心を原則に、あら
ゆるヒトの機能を情報通信処理可能
にすることです。具体的には、知覚・
感性・思考・行動・身体・環境の 6
つの人間特性に着目し、これらを
データ化してアルゴリズムにより機
能を情報通信処理可能にすることを
要素技術として目指しています。さ
らに、IOWN構想の実現に向けて、
デジタルツインコンピューティング
（DTC：Digital Twin Computing）、
リモートワールドを総合研究として

推進しています。ここで、生成 AI
や脳に関する機器の進化、メタバー
スやWeb3の幻滅期のはじまり、そ
して、ポスト資本主義の変革といっ
た取り巻く環境の変化から、人間研
が取り組むべき課題を 4つ抽出して
います。1つ目は脳をブラックボッ
クスとして扱う汎用 AI研究の加速、
2つ目は脳をホワイトボックスとし
て扱う汎用 AI研究の着手、3つ目は
メタバースの本質的かつ普遍的価値
の追求、4つ目はヒューマニティ直
結研究の加速となります。そして、
これらの課題をふまえ、要素技術の
研究開発を加速させるため「大規模
言語モデル」および「ニューロテック・
サイバネティクス」を重点化要素技
術と定め、総合研究を具現化するた

め「Project Metaverse」 お よ び
「Project Humanity」を重点化ユース
ケースと定めています（図 1）。

重点化要素技術と重点化ユース
ケースの、具体的な方針を述べます。

大規模言語モデル（LLM：
Large Language Models）に
ついては、GPT-3の登場によ
り、汎用 AIの実現可能性が
高まってきています。NTT独
自の LLMを研究開発するこ
とで AI事業の競争力を創出
し、AIの新時代を切り開く
汎用 AIの早期実現とそれを

NTT 人間情報研究所では人間中心を原則に、サイバー世界発展の急加速に伴う実世界（人・社会）とサイバー世界の新
たな共生に関する研究開発に取り組んでいます。本特集ではNTT人間情報研究所の最新の取り組みについてご紹介いた
します。
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図1　NTT人間情報研究所の取り組み概要

重点化要素技術と
重点化ユースケースについて
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核とした社会革新にチャレンジしま
す。
ニューロテック・サイバネティク
スは、脳や身体の仕組みを解明し、
脳波を用いた相互理解・協調作業・
創作活動で高いパフォーマンスを発
揮するアプリケーションの実現や、
脳波を用いた身体制御を実現します
（本特集2参照）。

Project Metaverseは、ヒトに心地
よさと自由を与える圧倒的な空間再現
と、ヒトの可能性の拡張や多様性を
支える先進的なアバター表現こそが、
メタバースの本質と普遍性であると捉
え、独自のメタバースによる社会革新
を行います（本特集3参照）。

Project Humanityは、家族、友人、
会社の同僚等周囲の人たちと、それ
ぞれが大切にしているヒューマニ
ティを尊重し、理解しあえる世界の
実現のために、負担のない方法で心
にゆとりをもたらし、多様なヒトた
ちが抱えるさまざまな問題を解決し
ます（本特集4参照）。

GPT等の大規模言語モデルの登
場により、汎用 AIの実現可能性が
高まってきています。NTT人間情
報研究所では、GPTの課題である、
言語モデルサイズ、情報の信頼性、
モデルの成長性、言語以外のモーダ
ルへの適用性、大規模学習に伴う消
費電力の問題を解決する独自の高効
率な LLMの研究開発を行っていま
す。NTT版 LLMの差異化ポイン
トは①言語モデルの小型化（省電力
化）、②信頼性・倫理性向上、③カ
スタマイズ性向上、④マルチモーダ
ル対応（身体性保有）です。

①の性能・機能目標について、
小型化の観点のイメージを図 2
に示します。具体的には GPT-
3.5の 3 ～ 17%に圧縮させます。
また、IOWNの特徴である、プ
ロセッサチップ内の信号処理部に
も光と電子を導入した光電融合技
術を利活用したオールフォトニク
ス・ネットワークにより、電力効
率 100倍を実現します。②は、
出力情報の正確性、最新性、倫理
性を自律的に評価し、正しい情報を
出力します。③は、業界・社内や、
ペルソナ・特定人物に特化すること
ができるカスタマイズ性を備えるこ
とで、利用シーンに応じた最適な回
答を可能とします。④は、言語だけ
でなく、音声、画像、映像、センサー
データ等の様々なモーダルの入出力
に対応することで、より広範な知識
を獲得可能にします。そして、
LLMを中心に、40年以上の歴史を
持つ音声・画像・映像処理を連動さ
せ、同様にロボティクス研究で培っ
たセンサ・アクチュエータ技術や認
知心理学の知見を活かしながら、
ユースケースを創出していきます。

約 3年におよぶコロナ禍は国民の
生活を一変させました。誰かと会える
ことはあたりまえではないことに、私た
ちはあらためて気づかされました。不
要不急の活動が制限される中で、幸
せだと感じることが必要火急とは限ら
ないことも、今、私たちは知っています。

NTT人間情報研究所は、“真の
ヒューマニティを育むテクノロジー
の研究開発”をミッションに、“人
間中心を原則に、あらゆるヒトの機

能を情報通信処理可能にする”こと
をビジョンに掲げています。私たち
を取り巻く環境は、めまぐるしく変
化しています。令和がはじまった頃、
5年後を想像することは不可能でし
た。“遠い”を意味する“tele-”を英
語社名に含む当社は、距離を超えた
コミュニケーションを生業としてき
ました。この数年の変化においても、
ICTを活用したリモートワールドの
普及・推進に寄与してきました。未
だ激動の中にありますが、この数年
で何が生み出され、後世に残してい
くべき本質は何か、人間中心の観点
で検証する時です。大切な人と会え
ない時、時間と距離の壁を超えるコ
ミュニケーションは存在するのか。
機械はどれだけ人間を模倣してよい
のか。また、人間の能力を超えても
許容される領域はあるのか。人が利
便性や幸福を感じるために、技術は
どのように支援するべきなのか。私
たちは外部とのコラボレーションを
通じて、自らに問い続けます。検証
を重ね、後世に、例えば 100年後に
も残したいと心から願うテクノロ
ジーに、私たちのリソースを集中さ
せます。NTT人間情報研究所のこれ
からにご期待ください。
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図2　言語モデルの小型化のイメージ

NTT独自の大規模言語モデル
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